Report(2) The report about the tutor system for Career design college student from overseas and the activities of the international interchange circle COM by 吉川 由里子 et al.
報告2 キャリアデザイン学部における留学生チュー
ター制度と国際交流サークルCOMの活動について
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活動報告・０７年度活動予定報告会
（３）2007年度
・４月５日（水）留学生顔合わせ会
・４月６日（木）留学生履修相談会
・６月中国語講座（毎週月曜日）
（２）2006年度
2006年度、2007年度については、活動事項につ
いて月日順に示すにとどめます。
・４月５日（水）留学生顔合わせ
・４月７日（金）留学生履修相談会
・４月22日（土）２３日（日）新入生入門ゼミ合
宿へのコアメンバーの参加
・５月～６月中国語・韓国語講座（韓国語計５
６月５日（火）～７日（木）
COM総会
７月３日（火）～５日（木）
前期試験相談会
・７月１４日（士）ゆかた
を着てみたま祭りに行こ
う
・９月２６日（水）２７日
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（木）後期履修相談会
･’０月30日（火）３１日（水）
・１２月19日（水）２０日（木）
（年度末０７年度活動報
告・０８年度活動予定報告
会、４年生を送る会予
定）
学生の参加率が低かったのです。留学生の学習支
援のための履修相談会やテスト相談会には必要`性
を感じて、参加者が多くいましたが、その他の異
文化体験をするイベント、「お茶会」や「語学講
座」には参加者が少なかったのです。留学生の状
況は一人一人違うため、それを理解して対応して
いくことから留学生の支援が始まることに、後か
ら気がつきました。
うまくいかない時には常に「これがチャンスだ」
と思い日々試行錯誤を続けました。そして最も工
夫したことは、たくさんの方にイベントに来てい
ただくことです。まず、たくさんの人に話をしま
した。留学生には求めることについて、もちろん
日本人学生や先生の意見も聞き、両者の求めるも
のをまとめて企画に反映させました。特にこのサ
ークルの第一目的である留学生の支援から、留学
生の参加は不可欠なものであるため、一人一人の
留学生について知る必要がありました。そして留
学生の一人一人がどのような考えで、どのような
支援を必要としているのか、そのニーズを知るこ
とが大切だと思いました。そしてまずはその人の
置かれている状況を理解するため交流を深める努
力を続けました。悩みや勉強の相談などたくさん
話をすることで相互理解を深めました。その他に
も同種の活動をしている方々に相談をしました。
その団体の特徴やノウハウを受け入れつつＣＯＭ
オリジナルの企画や運営方法を工夫しました。次
に勉強会にも参加しました。イベントの企画や運
営に慣れていないメンバーがいる時は、一緒にフ
ァシリテーションを学びに勉強会に参加しまし
た。またNPO団体の活動にも参加しました。長年
の経験と人的ネットワークがあり、資金等の大き
なサポートをもらっていて、学生の活動には真似
すらできない企画もありましたが、活動に参加し
て大いに刺激になりました。これらのように自分
から次から次へと問題解決のために行動を起こ
し、もっと有意義な国際交流ができるよう工夫を
続けています。
留学生進路相談会
後期試験相談会
８．留学生からみたＣＯＭの活動（察佼貞）
（１）よかった、楽しかった、うれしかった点
ＣＯＭの活動で最も楽しかったのは、後輩が自
信を持って学校生活を送り、発言できるようにな
ったことです。すべての留学生がそうだとは言い
切れませんが、入学当時は日本人との交流におい
ても消極的でなかなか自信をもって日本語で話す
ことができませんでした。自分も同じ経験をした
からこそ、後輩にはすぐに乗り越えて楽しく日本
人学生と交流しながら学校生活を送ってほしいと
思っています。そして留学生による語学講座や履
修相談会などのイベントの際に、参加するだけで
なく、イベントの運営にも入ってもらいました。
最初は皆'慣れないことばかりで戸惑いもありまし
たが、時間が経つにつれて著しく成長していきま
した。
そしてＣＯＭがここまで成長して活動すること
ができたのはメンバーの皆だけでなく、先生方の
おかげです。学生が思う存分、やりたいことをや
らせてもらえました。もちろん、失敗もたくさん
ありましたが、叱るのではなく更なる成長を期待
して、ますます関心を持って、評価してください
ました。先生やアドバイザーやメンバーの皆さん
に感謝します。ＣＯＭの活動を通じて私は自分の
未熟さを感じると同時に、周りの方々への感謝の
気持ちに気づくことができました。
（２）難しかった点・工夫した点
ＣＯＭ立ち上げ当初はサークルの認知度が低く、
イベントを開いても人がなかなか集まらない時期
がありました。特に学部留学生の理解が完全でな
い状況で次から次へとイベントを開いたため、留
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（３）今後への課題、期待
ＣＯＭは勢いよく活動を続けてきましたが、初
代の未熟さのため、世代交代の面で、団体として
継続性を保ち得るかどうかに困難を抱えているこ
とが一番の反省です。サークルを立ち上げて試行
錯誤を重ね活動する中、体制を整えて成長するこ
とはできましたが、もっと先のことまでには手が
届きませんでした。
しかし、この反省から一つ得たことがあります。
COMは留学生が中心となって自分達が必要とする
交流を自力で起こす体制を持つことで、手段や内
容は次々と変わっていきますが、留学生支援と国
際交流といったメインの目的は果たすことができ
ます。前の代で行ってきたことが正解だというわ
けではないのです。あくまでも試行錯誤の一部に
すぎません。これからＣＤ学部に入学する学生た
ちがその時々に、求める．求められる内容でCOM
をデザインしていけばよいと思います。その時に
彼らの目には今までの自分たちの活動がどう映る
かはわかりませんが、参考にしてさらに楽しい、
効果的な活動ができることを期待しています。
しかし卒業を迎えて帰国することになった彼女
は、今まで日本で暮らしていたにも関わらず日本
人との交流はまったく無かったことに気がつきま
した。そして日本で生活はしていたけれど本当の
日本を知る機会をたくさん逃していたと私に告白
し、「日本の大学で学ぶという恵まれた環境にい
るから、日本の人と積極的に交流して付き合いな
さい」とアドバイスをくれました。その時、自分
がいる環境を当たり前に思ってしまえば無意味な
ことになってしまうことに気がつきました。また
それは日本にいながらも、韓国にいて日本の学問
を学ぶことと変わりないと思いました。このよう
にして私はCOMの活動に辿り着きました。
では、ＣＯＭの活動から得た「－人の留学生」
としての学びについて述べます。留学生の中には
留学生同士で固まってしまう傾向がよく見られま
す。しかしせっかく異文化体験のできる環境を手
にしているにも関わらず、それを見ようとしない
のはとてももったいないことです。それでは外国
に来て知識を学ぶ意味がなく、自分の国で他国の
言葉で知識を学ぶのと違いはないと思います。つ
まり「学」にすぎない、「留」は形だけになって
しまいます。この思いを基にして、ＣＯＭの活動
を続けました。最初は留学生の支援をするのがメ
インのサークルでした。しかし次第に交流するう
ちに、せっかく留学生と触れるのだから日本人に
もそのチャンスを利用して何か得ることがあると
思うようになりました。そして日本にいながらで
も、留学生と交流する中で、間接的な留学の体験
をすることのできる場をたくさん設けました。こ
のように、日本人に対して留学生が交流を呼びか
ける過程が、もはや支援される側ではないことを
留学生に自覚させ、留学生の一人一人が自信をも
って日本語で話をして留学生活を送ることができ
るように支援してきました。そして私はCOMの
活動から日本に対する理解や日本で学ぶ自分自身
を真正面から見つめる大切な時間を持つことがで
きました。
最後に「－人の学ぶ学生」としてＣＯＭの活動
から成長できたことについて述べます。大きく二
（４）所感
一人の留学生としてCOMの活動を思い返して
みると、自分自身の成長を促した大きな経験であ
ったと言えます。それは色々な観点からとらえる
ことができます。まず、「一人の留学生」として、
そして「一人の学ぶ学生」として、たくさんの気
づきや学び、成長がありました。これから自分が
COMに辿り着いた背景、そして上記の二つの観
点に基づいて自分がCOMから得たことについて
述べたいと思います。
大学に入学してCOMの活動に参加する前まで
日本にいて日本人と触れ合っている状況に対して
当たり前の環境だと思っていました。しかし東京
韓国学校の友人からの話で自分の環境に関する考
え方が一変しました。その友達は小学校から日本
育ちで、東京韓国学校高等部を卒業しました。そ
して彼女は家族や学校の友達とも日本語で会話を
しながら日本という環境で生活をしていました。
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つあげるとリーダーシップと異文化交流の大切さ
があります。まず、リーダーシップはコミュニケ
ーション能力や自律的考えに繋がると思います。
他人の大切な時間を預かり何かをするということ
で当然感謝の気持ちも忘れません。その時間を有
意義にするために工夫をするなかで人と接するコ
ミュニケーションを養い、方針に沿って企画を立
て運営していきながらバランスを保つための自律
的な考え方を養うことができました。これらは今
後自分が社会人になる上でとても役に立つと思い
ます。次に異文化交流の大切さについては、国の
違いだけでなく育った環境の違う人々が集まり、
個々人の多様性を感じながら交流することを通じ
て､多様性を受け入れて相手を理解する力がつき、
自分の留学生活においてもさらに成長することが
できました。またこれからのグローバル社会に対
して周りの多様性を理解することを学ぶことがで
きました。ＣＯＭの活動は自分にとって誇りであ
り、これからの社会生活の中でも、今までの経験
を生かしてさらに成長したいと思います。
このように、ＣＯＭの活動を通じて自分の日本
留学を有意義に過ごしてきたおかげでたくさんの
気づきがあり、成長することができました。卒業
後は一人の社会人として、また日本で成長する道
を選びました。その理由は、大学生活ではまだ知
ることのできなかった日本についてもっと知り、
国際社会に貢献できる人間として成長したいとい
う強い願望からです。ＣＯＭの活動から学んだ多
くのことは、今後自分が社会人として成長してい
く中でも大切な経験の一つです。
７．一般学生からみたＣＯＭの活動
（小谷田由里子）
（１）反省
これまでの活動を振り返ると、多くの企画を行
うことができましたが、反省点も多くあります。
参加者が集まらない、企画担当者が決まらないと
いった悩みもありました。「イベントには気軽に
参加してもらいたい、企画はコアメンバーでなく
とも担当してもらいたい」といったこちらの意図
がなかなか伝わらないことに、いつも難しさを感
じていました。
まず参加者が集まらないことに関しては、
COMで行う企画には留学生はもちろん一般学生
にも多く参加してもらいたいと思い、企画を立て
学部掲示板にポスターを張り出し、メーリングリ
ストを活用し連絡を回していましたが、実際蓋を
開けてみると参加する人は「いつもの」メンバー
になりがちで、留学生の中でも参加する人と参加
しない人とにわかれていました。また学生が行っ
ている活動ということで、こちらから強制的に参
加を促すことが難しく、出席の連絡をもらってい
ても当日欠席となる人もいました。参加者が大人
数になることを想定していたにも関わらず、連絡
が直前になってしまい、すでにメンバーに予定が
はいってしまっていたというこちら側の反省もあ
ります。
宣伝に関しては、先生方にアポイントメントを
とり、１年生の必修授業を回り、チラシの配布を
複数回行ってきました。そこから、ＣＯＭの存在
や活動内容については学部生には認知されている
と思いますが、新たにメンバーに加わるという学
生は非常に少なかったのです。ここから私たちは、
1年生や２年生は知らない人たちの団体には参加し
にくいのだと考え、既存のメンバーに対して「友
達も連れてきてね」と口コミないしは「友達の輪
で広げていこう」ということになりました。
また、私たちは当初COMのイベントや行事は
コアメンバーが全ての企画を担当するのではな
く、ＣＯＭのメンバーから企画担当者を選出し、
コアメンバーは各企画の管理や先生方やキャリア
アドバイザーとの連絡役となることを考えていま
したが、こちらに関しては私たちからメンバーへ
の伝達不足ということもあり、自ら企画を担って
くれるメンバーが現れず、直前にコアメンバーが
担当するという事態が続きました。このことに関
しては、「企画を担当することは、楽しさややり
がいがあり、それほど難しいことではない」とい
うメッセージをもっと発信してもよかったのかと
考えます。
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（２）チューター形式からサークルになったメ
リット、デメリット
まず、メリットとしては①イベントに留学生も
一般学生も気軽に参加しやすいこと②楽しい空間
を共有できること③日常の付き合いの中でも支援
が行えること④学生が主体となることで企画を担
ったりサポーターとなったりとチャレンジする機
会が得られること⑤相互学習ができること⑥相談
された人がわからないことでもさらに周りの人を
巻き込んで解決ができるといったことが挙げられ
ます。－対一のチューター制ではないからこそ、
問題を共有することができたこともありました。
①と②に関しては学生がイベントを主催してい
ることで、敷居は低くなったかと考えます。イベ
ントによっては事前に出欠をとるものもありまし
たが、語学講座やテスト相談会といった企画には
｢いつでも参加してください」と伝えていました。
ただ、このことは逆に「参加してもしなくても平
気」ということにもなり、裏目にでたこともあり
ました。③についてはコアメンバーで留学生サポ
ートを考えたときに、「留学生にとって相談会と
いった場があったとしても、知らない人には進ん
で相談しないであろう」と話し合ったことから、
日頃会ったときに話しかけ、会話をすることで
｢学校でのちょっとしたこと」ならすぐに相談で
きる関係を作ることを目標としました。ＣＯＭの
企画を通じて留学生同士、または先輩後輩のつな
がりができたことで、日頃から情報交換等の助け
あいにつながったと考えます。④については、学
生の成長につながるチャンスなのですが、その点
がまだ理解されていないことが残念です。⑤に関
してはサークル形式となり、サポートする側とサ
ポートされる側が区別されないことで、言葉をは
じめ互いに持っている違うものを教えあうことが
できました。⑥についてはサークルの利点を活か
している点だと考えます。相談された学生がわか
らないことでもメーリングリストに質問を投げか
けることで、複数の学生から回答が得られたこと
がしばしばありました。
また、デメリットとしては①責任の所在が'よっ
きりしないこと②全ての留学生をフォローしきれ
なかったこと③参加者からコアメンバー等への移
行が難しいこと④またコアメンバーの引継ぎやメ
ンバーの入れ替わりへの対処が難しいこと⑤留学
生の参加意識にばらつきが生じてしまうこととい
ったものが挙げられると考えます。
①と②に関しては、組織としては代表や副代表
だけでなく、メーリングリストの担当といったコ
アメンバーの中でも役割分担、企画ごとの責任者
をはっきりさせることで解決できると思います。
しかし、－対一のチューター制の時には留学生ご
とに担当の一般学生が決まっていましたが、サー
クルに移行してからは留学生ごとの担当を決める
ことはしませんでした。そのためチューターが必
要な留学生に、対応できたのかと反省が残ります。
この点に関してはコアメンバーだけでなく教員や
アドバイザーによる留学生との個々の面談が実施
できればよいと考えます。③に関しては、これま
でコアメンバーがどういった役割を担うのか、ま
た留学生からのコアメンバーだけでなく、一般学
生からのコアメンバーも必要であることを、明文
化をしてこなかったという反省があります。④に
関しては、一般的なサークルにも共通する悩みだ
と思います。⑤は－対一のチューター制の時でも
そうであったと思いますが、留学生にもそれぞれ
に都合で行事に参加できない場合もあり、また学
校行事に対しての興味の持ち方もさまざまです。
こちらがいくらＣＯＭに積極的に参加してもらい
たいと思っていても、受けとめ方は留学生それぞ
れです。多くの留学生に積極的に参加してもらえ
るよう、これからはCOMでの活動の意義や必要
性をもっと伝えていければと思います。
（３）今後への課題、期待
まずは「楽しそう」から始まってたくさんの学
生に参加してもらいたいと思います。ＣＯＭの宣
伝活動を学生向けに数多く行ってきましたが、関
心を持たない学生や興味を持っても、知らない人
たちの活動に参加するのを踏みとどまってしまう
学生とも、数多く出会ってきました。はじめは参
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加し国際交流の楽しさを理解してもらい、その次
にはＣＯＭの中で役割を担ってもらいたいです。
｢大変そう」と思わないで企画を担い、中心的メ
ンバーとなり他人に働きかけることで多くの学生
に自己効力感も得てもらいたいと思います。
ＣＯＭの活動では、留学生だけでも一般学生だ
けでも相互扶助・相互学習という目標は達成でき
ません。国籍や年齢、学年、これまでのキャリア
に関係なく、むしろ多様性から生まれる個性を発
揮し互いに助け合い、教え合うことで国際交流の
面白みだけではなく「支援する・される」喜びを
COMの活動をとおして経験してもらいたいと思
います。
の折、ファシリテーションの勉強会の案内を学部
生からいただき、参加するようになりました。
｢COMの活動をよりよいものにする」という意識か
ら勉強会に意欲的に取り組むようになり、ＣＯＭ
の中で実践していくようになりました。
②自分自身の成長
３年近くのCOMの活動を振り返って思うこと
は、留学生支援を目的に活動してきたはずが自分
自身にとって得るものも多く成長させられたとい
うことです。この活動を通して私は自分に対して、
もちろんCOMに対しても、自信を持てるように
なりました。それは大学入学当初に多様な人々と
出会う中で、平凡に生活してきた私には、他者に
対して何かできる技能や知識といったものは持っ
ていないと心のどこかで感じていたことが、
COMの活動の中で「場を作ること」であれば私
にもできるのだと実感できたからです。言語が日
本語しか話せなくても２言語、３言語話せる人に
教えてもらえばよいということや、日本文化につ
いて理解が浅くても経験豊富な社会人の方から教
わればよいということ、今できないこともその都
度学んでいけばいいのだということ、そのために
場をコーディネートし、人と人を繋ぐことで私の
役割が成り立つことがわかりました。また「場を
作ること」で参加した方が楽しんでくれている様
子や感謝の言葉をいただけたことは、私にとって
この上なく嬉しいものでした。人と人とを繋ぐこ
との楽しさを実感すると同時に協力してくれた周
りの人々への感謝の気持ちも私にとって忘れては
ならないものです。私たちコアメンバーが活動を
進めてきたようでもＣＯＭの活動の中で私は多く
の方々に助けられてきました。客観的なアドバイ
スをくださったキャリア・アドバイザーの皆さ
ん、ＣＯＭのイベントの企画担当者となってくれ
た学部生、いつもＣＯＭの活動に関心を寄せてく
ださった社会人学生の方々、時には協力してイベ
ントや宣伝活動を行った他団体といった多くの人
たちとの関わりの中でＣＯＭは支えられてきまし
た。そうした時に自分で意思表示することで、得
（４）所感
①COMの活動を通じていかに自分を高め学部に
貢献してきたか
ＣＯＭの活動を通じて副代表としての責任もあ
り積極的に行動ができたと思います。一般学生で
ある私がCOMの活動を行うことで、学生の自主
活動は誰でも行えるものであるということと、主
体的に活動することで多くのものを得られること
ができるということを伝えられればと思います。
そういった意味ではCOM以外の場でも多くの学
生に主体的に活動を行う経験をしてもらいたいと
思います。私は国際交流活動を大学に入る前に経
験したことがない学生でした。留学生の察さんと
親しくしていたことや、中国や韓国など海外に憧
れを持っていたことからＣＯＭの活動に関わるよ
うになり、国際交流も経験でき、異文化に触れる
ことにもなりました。それだけではなく責任を負
って活動することで、自らの成長となることへの
モデルにもなれたのではないかと思います。
活動の中で私はたくざんの失敗もし、わからな
いこともたくさんありました。その度に学習して
いく習`慣も自然と身についていたのだと思いま
す｡振り返ると活動を始めた頃はミーティングを
行っても合意形成にいたらず、それをどう改善す
るか取り組んだこともありました。イベントのプ
ログラムデザインの仕方も知りませんでした。そ
1５５ 
Hosei University Repository
られる情報が増えるという経験もしました。周り
の人に意見や助けを求めることができるようにな
ったことや自分の意見を伝えられるようになった
ことも私にとって大きな変化だったと思います。
何でも自分でがんばらなくてはいけないという考
えに縛られがちな私でしたが、全てを自分ひとり
で行わなくてもよいのだということがわかりまし
た。頼ることの大切さや頼られることの嬉しさに
気づくことができました。いつからかアサーショ
ンということも気にするようになっていました。
このようにCOMの活動を通じて私は国際交流を
経験できただけなく、コミュニケーションをとる姿
勢や学ぶ姿勢を形成してこれたのかと思います。
８．キャリア・アドバイザーの役割、関わ
り方
以上のように、ＣＯＭの活動は留学生・一般学
生に有意義な経験をもたらす場になっている一方
で、その運営には難しい点も多いことがわかりま
す。
ここでは、キャリア・アドバイザーが、ＣＤ学
部留学生チューター制度としてどのようにCOM
の活動・運営を支援してきたのかを具体的に説明
します。
2004年度チューター制度設置時は、教員・ＣＡ
が企画を考え学生に呼びかけていましたが、２００５
年９月以降は、学生が企画を立て、教員・ＣＡに相
談し、話し合いの場で決定し、進めていく方法を
とるようになりました。
具体的なＣＡの関わり方としては以下のものが
挙げられます。
･学生の対応について教員、学部事務課と連携を
はかる
．日々学生と接する中で学生の声を聞き支援する
2007年度に初めて実施された「留学生進路相談
会」については、コアメンバーや企画担当者では
ない留学生が、自分自身の就職活動の不安から、
先輩の話を聞きたいが日常生活の中では会うこと
がないので困っているということを雑談の中から
知り、そのことを企画立案することを勧めたとこ
ろ、ＣＯＭの新イベントとなりました。日々学生
と接することをはじめ、上記のような関わり方を
することで、うまく学生をフォローし、活動を活
性化できた例だと思います。
この例のように、自主性を発揮し始めた学生に
ついては、活動のフォローが中心となりますが、
世代交代直後など、まだ学生が自主性を発揮でき
ない状況にある場合などは、学生の自主性を尊重
しつつ、学部のチューター制度としての役割を担
ってもらうために、どのように対応をすればいい
のか、試行錯誤の状態です。
自主性を発揮できる環境というのは、画一的な
ものではなく、世代や参加メンバーによって異な
るという難しさがあります。特に、学生の自主`性
がチューター制度としての活動とうまくマッチン
グするように方向づける必要があるために、単な
る自主`性の尊重だけではない側面もあり、他の学
生支援とは違った難しさがあります。そのため、
毎年その環境をどのように整えるかということに
ついて、学生、教員、ＣＡをはじめ、皆で考えて
いかなければならない必要性を感じています。
9．おわりに･コアメンバーや企画担当者から相談を受ける
．企画書、報告書作成のアドバイスをする
（COM用）
･学部に対して企画書、報告書を作成する
（チューター制度用）
･予算を使用するため学部に連絡をする
.当日の企画へ参加し様子を把握する
．－対一の関わり力泌要な学生へのフォローをする
このように、ＣＤ学部特有の留学生チューター
制度は非常に有効であると思いますが、その活動
の活性化のためには、「双方向性」と「当事者性」
を大切にしつつ、学生の自主性はもちろん、教員
とＣＡが連携して、積極的に環境を作っていくこ
とが重要だと思います。
双方向性とは、一般学生が留学生を支援すると
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いう一方的な関係ではなく、留学生からも自国の
文化紹介やことばを教える等、情報を発信し、そ
こから一般学生も多くのことを学んでいます。ま
た、たとえ一見一方的に支援しているように見え
ていても、実は多くのことをその経験から学び、
影響を受けています。このことは、察と小谷田の
言葉からもよくわかります。
そして当事者性とは、学生が主体的に活動し、
留学生自身が活躍できる場であるということで
す。先輩留学生が後輩留学生の履修相談やテスト
相談、進路相談にのることが挙げられます。また、
食文化交流会や中国語．韓国語講座については、
当時の留学生自身が一緒に料理を作って交流がし
たい、自国の言葉に興味のある学生に教えたいと
いう自発的な思いから企画．実施しました。
このことは、ＣＤ学部が目指している自律的相
互学習と同じことです。ＣＤ学部では生涯学習社
会における「学び」の能力を養成しています。
2008年度学部案内によると、ＣＤ学部が育てよう
とする人材とは、社会の急激な変化に対応しなが
ら、自ら学び、考え、行動できる自立／自律的な
人間、そしてそういう自立／自律的な生き方をし
たいという人たちを支援できる人間です。ここで
身につけた力は、職業的に他者の支援を行うよう
な、人材．教育分野で働くときだけでなく、企業
や地域社会などで他者と関わりながら活動すると
きにも基本的な力として生きてくるはずです。
以上のことをＣＤ学部留学生チューター制度が
目指しているわけですが、当事者である学生達に
は、そのことはあまり意識しすぎず、楽しく活動
していってほしいと思います。自分達が必要とし
ていること、やってみたいが一人ではできないと
思っていることを、助けを借りながらできるよう
になり、今度は一人でもできるようになり、次に
は助ける側になれるようになっていってほしいと
願っています。
谷田が文章を作成し、それ以外は学部や学生の資料
等を基に、吉川がとりまとめました。
（２）キャリアデザイン学部開設時から教員によっ
て組織されている委員会のうちの１つ
（３）キャリアデザイン学部「留学生対象チュータ
ー制度設置について」より抜粋
（４）キャリアデザイン学部のキャリア・アドバイ
ザーは、キャリアデザイン学部生の学習と学生生活
を支援するための専門職員（学部に所属する任期制
の嘱託職員）です。主に次のようなことを行ってい
ます。
①キャリアデザイン学部生の学習・進路・大学生活
等に関するさまざまな相談にのります。
②学習・進路を支援するセミナー・ワークショップ
を開催しています。
③レポートの書き方等のサポートを行います。
④その他、学部生の自主活動等のサポートを行いま
す。
（キャリアニュース編集部（2007）『キャリアニ
ュース第27号」法政大学キャリアデザイン学部よ
り抜粋）
（５）法政大学キャリアデザイン学部ホームページ
http://www・hosei・acjp/careerdesign/index・ｈｔｍｌ
より抜粋
（６）法政大学キャリアデザイン学部連続公開シ
ンポジウム第６回「留学とキャリアデザイン」
『生涯学習とキャリアデザインVol､4jpl79～ｐ
273参照
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